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 ３学期になり、園や学校間では、就学先・進学先に支援の必要な子どもの情報を引き継ぐ「移行

支援」を行っているところも多いと思います。「小1プロブレム」や「中1ギャップ」といったつま

ずきはよく知られていますが、校内においても、学年が上がることは子どもにとって意外に大きな

ハードルになることがあります。 

 センターが受けている教育相談の中には、「小学校低学年のうちはうまくいっていたのに、3年

生になって気がかりな行動が目立ち始めた」といったケースがあります。同じように5年生や中学 

2年生になり、困りが表面化してくることがあります。新年度には、担任が替わる、クラス替えが

ある、教室の位置が変わる、新しい教科が始まる、授業の内容が難しくなるなど、同じ学校の中と

はいえ子どもたちにとって大きな環境の変化が待っています。こんなときにも活用できるのが、個

別の指導計画です。年度末に評価を記入することで、どのような支援が有効だったかを整理するこ

とができます。また、過去の様子を振り返ることができ、どのような困りが表れるか予測しておく

ことも可能です。 

 ある小学校では、Ａさんの支援の経過を話し合った支援会議の記録をファイルし、個別の指導計

画として子どもの情報を共有してきました。年度末の異動で前担任は転任しましたが、支援会議に

参加していた特別支援教育コーディネーターが新担任に引き継ぎを行いました。新担任は、説明を

聞くだけでなく、ファイルを読み返すことでＡさんへの理解を深め、新学期に向けて準備をするこ

とができました。Ａさんも、新しい環境に戸惑うことなく学校生活をスタートすることができまし

た。 

         しかし、学校がどんなに準備をしていても、新しい生活にうまくなじめない    

子どもや困りを抱えて戸惑う子どもが出てくることが予想されます。年度始め

のさまざまな機会に、特別支援教育コーディネーターについて紹介し、子ども

や保護者の丌安をいち早くキャッチする窓口として、すべての保護者に周知し

ておくことが大切です。 
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 今年度より、県教育庁高校教育課特別支援教育室内に他部局連携による「発達障害児教育推進チーム」が設置

されました。発達障害のある子どもたちや何らかの支援・指導が必要な子どもたちに、就学前から就労まで途切

れない支援・指導を継続して行っていくことを目的とした組織です。メンバーは、特別支援教育室や特別支援教

育センター、嶺南教育事務所、教育研究所、大学私学課などの教育関係機関に、福祉、労働などの県の関係部局

を加えた１３名で構成されております。これまでチームで検討し、取り組んできた主な活動を紹介します。 

発達障害児教育推進チームの取組みについて 

（４）早期からの途切れない支援の継続に向け 
～「子育てファイルふくいっ子」、移行支援ガイドライン～ 

 学校の支援・指導や本人、保護者の努力が功を奏し、支援・指導が必 

要ないところまで状態像が改善する場合もありますが、担任交代や進学 

の際に引継ぎがなされない場合も多く見られます。認知などの偏りが要 

因で学習面につまずいていた子が、単なる学習嫌いや学習意欲がない子 

とみなされたり、人間関係でつまずきやすい子が丌登校となってしまうことがあります。また、学校生

活に適応し、学力も高く、有名な大学に進学できても、社会性が育っていないために就職がうまくいか

ずに、引きこもりなどになってしまう事例もあります。就学前や小学校段階で気づいたつまずきや支

援・指導の内容をしっかり引き継ぎ、学習面だけでなく、その子が将来社会に出るために必要な行動

面、社会性の面での力を身につけるようにすることが大切です。 

 そこで、県では、自立を目指した、途切れない支援を行うため、保護者と園や学校が共に活用できる

支援ファイルとして「子育てファイルふくいっ子」と、各園、学校が支援の引継ぎをいつ、どこで、だ

れが、どのようにしたらよいかを示した手引「移行支援ガイドライン」の試行版を作成しました。今年

度はモデル地区（若狭町、小浜市、勝山市、坂井市）で試用し、来年度は修正を加えて各市町の保育や

教育の現場に配布し、県下一円での普及を目指しています。  

以上、今後も発達障害や支援・指導の必要な子どもたちに対して、学校、保護者、地域を含めてみんなで支援

できる体制を作っていきたいと考えています。是非ともみなさんのご協力をお願いします。 

 

 
 
 
 
 
 

（１）発達障害や支援・指導を必要としている子どもたちと 
                  その教育への理解に向けて 

   ～５歳児の保護者向けパンフレット、県民向けホームページ～ 

 発達障害や支援・指導を必要としている子どもたちのことや、適切な教育的取組

みについては、対象となるお子さんや保護者の方に安心して支援や指導を受けてい

ただくためにも、保護者だけでなく、一般の方にも理解を深めていただくことが大

切です。 

 そこで、昨年１２月に「５歳児の保護者向けパンフレット」を作成するととも

に、この３月末には「県民向けホームページ」を開設する予定です。 

 

 
 
 
 
 
 

（２）支援・指導の充実に向けて 
    ～指導実践事例集～ 

 発達障害や支援・指導を必要としている子どもたち

は、一人ひとり状況が違うため、支援・指導の方法も個

に応じて考えていく必要があります。そこで、教育や保

育の現場で頑張って取り組んでおられる方々の参考とな

るよう、特別支援教育センター、嶺南教育事務所特別支

援教育課の指導主事や、県下の小中学校の教員が実践し

てきた支援・指導の実際を「指導実践事例集」としてま

とめることにしました。今年度末には「学習面でつまず

いている子たち」、平成２５年度に「集中が難しい、落

ち着きがない、衝動性のある子たち」、平成２６年度に

「コミュニケ-ションや社会性に困難さがある子たち」

（いずれも仮題）と順次作成する予定です。 

 

 
 
 
 
 
 

（３）学校全体で取り組む 
      体制づくりに向けて  

  ～福井県版個別の指導（支援）計画～ 

昨年１２月末に「福井県版の個別の指導

（支援）計画」の小・中学校版と中・高等

学校（進路用）版を作成し、一部の市町で

試用をお願いしています。Ａ４判裏表１枚

のコンパクトで、記入しやすい様式になっ

ています。さらに修正を加えて、全県下で

使用できるようにしたいと考えています。 
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 当センターで年間を通して開催した「特別支援教育ベーシック研修」「特別支援教育ステップアップ研修」

「授業研究リーダー研修」の３つの研修について報告します。 

  シリーズ研修の報告  

特別支援教育ステップアップ研修 

 所属校の実情に合わせて、園や学校ぐるみで特別支援教育の体制づくりに取り組む実践研修です。外部講師による学

校訪問や助言を受けつつ、所属校での実践を研修会で振り返りながら進めてきました。Ａ学校では年間４回、校内の研

究会や現職研修に大学教官等の外部講師が訪問し、校内での取組みを支えました。２～３月には、当センターの実践研

究発表会や福井大学ラウンドテーブルなどで研修成果についての発表も行いました。 

 授業研究リーダー研修 

 子どもが主体的に学ぶ授業や授業研究会の運営について考える実践研修です。外部講師による学校訪問や助言を受け

ながら、所属校や研究会での実践を研修会で振り返りながら進めてきました。Ｂ学校では年間３回、校内の授業研究会

に大学教官等の外部講師が訪問し、校内での取組みを支えました。２～３月には、当センターの実践研究発表会や福井

大学ラウンドテーブルなどで研修成果の発表も行いました。 

 特別支援教育ベーシック研修 

 ベーシック研修では初めて特別支援教育コーディネーターに指名された教職員や、コーディネーター的な役割を担う教職員を研

修対象者とし、研修者の所属校における実践的研修を研究協議の場で省察しながら、特別支援教育コーディネーターとしての実践

的力量を高めていくことを目的としています。今年度から幼稚園、特別支援学校の教諭も対象に加え、幼稚園２名、小学校26名、

中学校10名、高等学校９名、特別支援学校４名の計5１名が研修を受講し、研修（事例研究・研究協議や演習）を年６回実施しま

した。所属校での実践を報告し合う場では、校内支援体制づくりについて意見交換をし、子どもの将来を見据えた支援について考

察しました。各市町で行われている特徴的な取組みなど、他地区の情報を得る機会にもなりました。 

 外部機関が取組みを支えてくださったことで、

校内のコーディネーターだけでは難しかったと思

われる取組みも実践することができました。（ス

テップアップ研修受講者） 

 どのように進めていってよいのか

わからなかった研究も校内の先生や

外部の先生方に教えてもらう中で方

向性が尐しずつ固まり、授業改善を

進めることができました。（授業研

究リーダー研修受講者） 

 研究会の進め方だけではなく、

主体的に児童が活動していくこと

はどういうことかを校内の先生方

と共有できたことは、自分にとっ

て大きな財産になりました。（授

業研究リーダー研修受講者） 

ステップアップ研修、授業研究リーダー研修が合

同で行った最終報告会の様子（１月） 

第６研修でのグループ協議の様子（２月） 

受講者の声  他校の取組みの中に自校に取

り入れたいものがあり、とても

参考になりました。他の校種の

先生方と協議を行ったことで、

移行支援の大切さも実感しまし

た。（小学校教諭） 

 特別支援教育の視点は、今後

ますます大きな意味を持ってく

ると思いました。これからも新

たなことを学んでいきたいと思

います。（中学校教諭） 

 地域の幼･小･中･高の先生方や各校の現状、

ニーズを知る機会になりました。今後、地域

の園･学校へ相談に出向く際の大きな情報に

なります。（特別支援学校教諭） 

 同じメンバーで数回グループ協議をしたこ

とで、経過が理解しやすく話が深まりまし

た。校内では広く教職員に呼び掛けて一緒に

取り組み、特別支援教育が特別なものになら

ないようにしたいです。（高等学校教諭） 

受講者の声 
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福井県特別支援教育センターが開催している特別支援教育専門研修の大きな特徴の

一つは、研修者が学校現場で直面している課題の解決と個別具体的な状況に対応でき

る実践的力量の向上を目指した実践型の研修であるという点にある。研修者の学校に

おける実践上の課題が中心に据えられた研修の中で、研修者の先生方は、通常の学級

や通級指導教室、特別支援学級、特別支援学校における授業づくりや、特別支援教育

コーディネーターとしての支援体制づくりに、それぞれの学校の先生方と、そしてセ

ンターの先生方と協働で取り組んできた。その過程においては、他者に自身の実践を

語り、また他者の実践に自分自身を重ね合わせながら耳を傾ける中で、子どもにどの

ような力を培うのか、それを授業であるいは学校生活の中でどのように実現するのか、

それを支えるためのシステムをどのように構築するのかといった本質的な問いに向き合

い、自分自身の実践を問い直してきた。こうして、研修者の先生方は、歩みを止めて

実践を振り返り、絶えず進むべき方向を確かめながら、次の一歩をどのように踏み出

すのかを考え、実践してきたのである。 

このように、特別支援教育専門研修は、研修者の先生方が自ら課題を見つけ、他者

と協働しながら主体的・自律的に課題の解決に向けて実践を続けることを支える研修

である。こうした一連の取り組みは、今まさに求められている「生きる力」を教師自

らが培うこと、そして「学び続ける教師」として歩み続けることを支えるものである

といえるだろう。また、こうした取組みは、それぞれの学校現場を舞台としているこ

とから、一人ひとりの研修者の資質能力の向上が、学校全体の特別支援教育の向上へ

とつながるものであるといえる。つまり、特別支援教育専門研修は、インクルーシブ

教育システムの構築に向けた学校としての特別支援教育の専門性の向上をも後押しす

る取り組みであるといえるだろう。 
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